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市民の宝 輝く瞳

　山北にじいろ保育園と山北おおぞら保育園が統
合して開園した「山北そらいろ保育園」。
　４月３日の初めての入園式では、全園児一人一
人の名前が呼ばれると大きな声で元気に返事をす
る子どもたちの姿に、お父さんやお母さんから笑
顔があふれる式典となりました。
　お友達と一緒にたくさん遊んで多くを学び、健
やかに成長してくれることを楽しみにしています。

山北そらいろ保育園 開園式



代　
表　
質　
問 

⑴

防
災･

減
災
へ
の
取
り
組
み
を

就
業
意
欲
の
向
上
へ
施
策
を

3131
年
度
施
政
方
針
・

年
度
施
政
方
針
・
予
算
を
代
表
質
問

予
算
を
代
表
質
問

選択と集中
 

豪
雨
や
大
地
震
な
ど
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
る
︒
広
大
な
面

積
を
有
す
る
本
市
で
は
︑
年
次
計

画
を
立
て
︑
防
災
・
減
災
対
策
に

取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
︒

�

こ
れ
ま
で
の
政
策
を
拡
充
し

な
が
ら
、
ま
ず
は
イ
ン
フ
ラ
部
分

を
、
そ
し
て
市
民
の
防
災
へ
の
意

識
付
け
の
両
建
て
で
、
計
画
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
自
然
災
害
へ
の
対
応
に
︑
財
政

調
整
基
金
の
積
み
増
し
を
図
る
べ

き
だ
が
︑
ど
の
く
ら
い
の
額
が
必

要
と
考
え
て
い
る
の
か
︒

�

災
害
の
状
態
に
よ
っ
て
は
国

の
支
援
が
得
ら
れ
る
場
合
も
あ
る

が
、
緊
急
的
に
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
に
な
る
。
災
害
や
緊
急
な
対

応
に
備
え
る
た
め
、
20
億
円
程
度

は
必
要
と
考
え
る
。

�

︵
質
問
時
間　

54
分
︶

問問答問問答

鷲
ヶ
巣
会

清
流
会

板垣 一徳議員

平山 　耕議員

 

新
村
上
総
合
病
院
の
開
院
予

定
は
来
年
10
月
の
予
定
だ
が
︑
厚

生
労
働
省
の
新
指
標
﹁
医
師
偏
在

指
標
﹂に
よ
る
医
師
充
足
状
況
は
︑

新
潟
県
が
全
国
46
位
で
あ
る
︒
新

病
院
で
の
医
師
確
保
の
見
通
し
は
︒

�

厚
生
労
働
省
か
ら
は
２
０
３

６
年
度
ま
で
の
医
師
偏
在
の
解
消

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は

遅
い
。
目
の
前
の
医
療
確
保
に
向

け
、
新
病
院
の
医
師
確
保
・
診
療

科
の
内
容
、
下
越
医
療
圏
に
お
け

る
基
幹
病
院
と
い
う
役
割
を
踏
ま

え
、
５
年
、
10
年
と
い
っ
た
区
切

り
で
取
り
組
み
た
い
。

 

米
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
︑

輸
出
に
取
り
組
む
大
規
模
農
家
が

本
市
に
も
い
る
が
︑
市
は
支
援
で

き
な
い
か
︒

�

２
農
協
等
と
需
要
拡
大
・
販

路
拡
大
に
一
層
努
め
て
い
き
た
い
。

�

︵
質
問
時
間　

47
分
︶

問問答問問答

　31年度の予算規模は、一般会計総額で325億６千万円。持続可能な行財政運営のた
めに事務事業の見直しを行った結果、前年度を17億１千万円下回りました。
　３月定例会では、この新年度の施政方針・予算案に対し、各会派からの「代表質問」
が行われました。質疑応答の時間は、会派の所属人数によって配分されます。
　　　※質疑の原稿は、質問者が作成したものを掲載しています。

令和元年５月15日発行　第55号

（ ）2むらかみ市議会だより



代　
表　
質　
問 

⑵ 新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

暮
ら
し
に
希
望
が
持
て
る
か

健
全
な
財
政
運
営
を

休
日
の
遊
び
場
を
整
備
せ
よ

将来を見据えて
新
政
村
上

日
本
共
産
党

高
志
会

市
政
ク
ラ
ブ

長谷川 孝議員

稲葉 久美子議員

小杉 武仁議員

小杉 和也議員

 

来
秋
開
院
す
る
村
上
総
合
病

院
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
︑
新

病
院
か
ら
三
面
集
落
前
へ
16
ｍ
の

市
道
緑
町
松
山
線
が
建
設
中
で
あ

る
︒
そ
こ
に
県
道
岩
船
港
線
松
山

バ
イ
パ
ス
の
七
湊
方
面
が
開
院
に

合
わ
せ
供
用
開
始
と
な
る
︒
松
山

側
は
開
院
後
の
建
設
と
な
る
が
︑

ど
こ
に
つ
な
が
る
の
か
︒

�

瀬
波
温
泉
ト
ン
ネ
ル
の
信
号

か
ら
約
１
０
０
ｍ
緑
町
側
の
国
道

３
４
５
号
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

る
。

 

医
学
生
修
学
資
金
貸
与
制
度

に
つ
い
て
︑
31
年
度
修
学
生
の
応

募
が
現
時
点
で
２
人
い
る
が
︑
貸

与
す
る
人
数
は
︒

�

市
の
た
め
に
将
来
医
師
と
な

る
修
学
生
を
確
実
に
確
保
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貸

与
人
数
を
１
人
と
し
た
。

�

︵
質
問
時
間　

47
分
︶

問問答問問答
 

地
方
交
付
税
に
依
存
し
た
厳

し
い
財
政
運
営
で
あ
る
が
︑
予
算

編
成
の
留
意
点
を
伺
う
︒

�

投
資
的
事
業
が
増
加
傾
向
だ

が
、
多
方
面
か
ら
財
政
健
全
化
に

向
け
て
予
算
を
編
成
し
た
。
自
主

財
源
が
減
少
す
る
中
に
お
い
て
、

過
去
の
事
業
を
効
果
的
に
活
用
し

な
が
ら
聖
域
な
き
見
直
し
を
行
い
、

市
政
を
運
営
し
て
い
き
た
い
。

 
今
後
の
財
政
健
全
化
に
お
け

る
改
善
策
に
つ
い
て
︑
自
主
財
源

の
維
持
向
上
や
新
た
な
財
源
確
保

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
︒

�

地
域
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

行
く
上
で
、
今
後
も
有
利
な
補
助

金
等
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た

い
が
、
ふ
る
さ
と
村
上
応
援
寄
附

金
も
大
き
な
自
主
財
源
と
な
る
の

で
取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
。

�

︵
質
問
時
間　

34
分
︶

問問答問問答

 

大
学
等
の
高
等
教
育
を
修
了

し
た
ら
村
上
に
戻
っ
て
来
て
も
ら

え
る
た
め
の
施
策
は
︒

�

高
校
生
は
、
受
験
や
就
職
活

動
を
通
じ
て
人
生
に
目
的
を
見
出

し
て
い
く
。
将
来
設
計
に
お
い
て

そ
の
選
択
は
日
々
変
化
す
る
が
、

﹁
こ
こ
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
教
育

を
受
け
て
き
た
﹂
こ
と
は
揺
る
ぎ

な
い
。
故
郷
へ
の
誇
り
の
意
識
付

け
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

 

本
市
で
の
就
職
を
希
望
す
る

Ｕ
タ
ー
ン
者
に
つ
い
て
︑
働
く
場

が
な
い
と
言
わ
れ
る
が
対
応
は
︒

�

定
年
退
職
を
迎
え
て
第
二
の

人
生
を
故
郷
で
過
ご
し
た
い
が
、

働
き
口
が
な
い
の
か
、
自
分
に
合

っ
た
職
が
な
い
の
か
に
よ
っ
て
も

異
な
る
。
今
あ
る
本
市
の
産
業
の

連
携
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
も
含
め
て
検
証

し
た
い
。

�
︵
質
問
時
間　

34
分
︶

問問答問問答

 

春
先
の
仕
事
創
出
と
し
て
効

果
の
あ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

が
31
年
度
事
業
に
掲
載
が
な
い
が
︒

�

住
環
境
整
備
や
、
年
度
替
わ

り
の
経
済
停
滞
を
招
か
な
い
よ
う
、

30
年
度
補
正
予
算
で
対
応
し
た
。

 

休
日
な
ど
に
親
子
で
遊
べ
る

場
所
は
ど
う
確
保
す
る
の
か
︒

�

い
わ
ふ
ね
Ｊ
Ｃ
か
ら
も
要
望

が
あ
り
、
閉
校
す
る
神
納
東
小
学

校
を
子
育
て
施
設
と
し
た
い
。

 

滝
矢
川
の
整
備
は
予
算
１
１

０
０
万
円
︒ど
の
よ
う
な
工
事
か
︒

�

危
険
箇
所
で
あ
る
平
林
神
社

付
近
の
カ
ー
ブ
の
所
を
整
備
す
る
。

 

高
速
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の

乗
降
場
所
に
︑
新
た
に
新
潟
市
民

病
院
を
追
加
し
た
が
︑
ど
う
い
う

経
緯
か
ら
か
︒

�

利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基

に
病
院
の
玄
関
近
く
に
設
定
し
た
。

�

︵
質
問
時
間　

34
分
︶

問問答問問答問問答問問答

令和元年５月15日発行　第55号

（ ）3 むらかみ市議会だより



一　
般　
質　
問 

⑴

1 5ペ
ー
ジ河村幸雄議員

１．�観光・交流・産業（食・文化
・歴史）の発信及び地域の活
性化への取組について

２．�若者と共に町の活性化を目指
す人材育成について

３．�新皇后雅子様のお祝いについて

2 5ペ
ー
ジ尾形修平議員

１．�本市における職員体制と今後
の見通しについて

２．�市の介護施設等の整備と今後
の在り方について

ペ
ー
ジ3 6長谷川孝議員

１．�公共施設跡地利活用の業務委
託について

２．�村上駅東西連絡通路の必要性
について

4 6ペ
ー
ジ稲葉久美子議員

１．�就学援助のクラブ活動費支給
について

２．�給食費無料化について
３．�健康寿命の延伸対策と国民健

康保険税引下げについて
４．�村上総合病院の医師不足と移

転新築に伴う近隣の道路事情
について

7 8ペ
ー
ジ渡辺　昌議員

１．�市民協働のまちづくりについて 
２．�人事行政について

8 8ペ
ー
ジ木村貞雄議員

１．�家庭教育と人口減少について
２．�財政問題について

9 9ペ
ー
ジ山田　勉議員

１．�市長の市政運営について
２．�火災情報の発報について
３．�インフルエンザへの対応につ
いて

6 7ペ
ー
ジ鈴木好彦議員

１．�人口減少問題について
２．�スケートパークの運営について
３．�環境衛生基金について

一般質問とは？
　一般質問は、議員が市長や教
育長など市当局に対し、広く市
政についての報告、説明を求め
るものです。
　定例会ごとに行われ、質問順
は抽選で決定しています。

　２月22日・25日の２日間の日程で行われた一般質問に
９人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を質問順に掲載します。
　一般質問の原稿は、質問者が作成したものを掲載して
います。

市政を問う市政を問う!!!! 9人が
一般質問

※�紙面の都合で質疑内容の一部を掲載しています。詳しくは、中央図書館に備え付けの会議録や、市ホームペ
ージから本会議の録画中継をご覧ください。

5 7ペ
ー
ジ川村敏晴議員

１．�プレミアム付き商品券補助事
業の今後の計画について

２．�地域おこし協力隊の今後の推
進体制について 

３．�スケートパークの竣工を祝う
「こけらおとし」の計画につ
いて

４．�市内体育施設の整備計画につ
いて

令和元年５月15日発行　第55号

（ ）4むらかみ市議会だより



一　
般　
質　
問　
⑵

村上の魅力を最大限に発信村上の魅力を最大限に発信

 

村
上
市
︑
新
潟
市
に
よ
る

﹁
地
域
活
性
化
連
携
協
定
﹂
の

締
結
に
よ
り
︑今
後
の
方
針
は
︒

�

文
化
、
芸
能
、
食
に
関
す

る
取
り
組
み
に
対
し
、
市
民
団

体
が
相
互
連
携
を
図
り
、
両
市

行
政
が
協
調
し
て
市
民
団
体
へ

の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
両
市

の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
幅
広
く

発
信
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

第
一
弾
と
し
て
３
月
１
日
か
ら

７
日
ま
で
の
間
、
新
潟
市
の
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
内
に
本
市
の
ひ
な
人

形
を
展
示
し
、
町
屋
の
人
形
さ

ま
巡
り
の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

 

村
上
市
と
大
洗
町
に
よ
る

﹁
友
好
都
市
協
定
﹂
に
よ
り
︑

み
な
と
オ
ア
シ
ス
大
洗
と
越
後

岩
船
の
連
携
と
交
流
推
進
は
︒

�

昨
年
、
大
洗
町
で
開
催
さ

れ
た
﹁
大
洗
あ
ん
こ
う
祭
﹂
で

問問答問問答

は
約
13
万
人
が
来
場
し
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
地
酒
や
鮭
な
ど
が
あ
っ
と
い
う
間

に
品
切
れ
と
な
る
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
本

年
、
岩
船
港
利
用
促
進
協
議
会
が
同
町
を

視
察
訪
問
し
、
先
進
事
例
や
課
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

 

第
34
回
国
民
文
化
祭
・
に
い
が
た
２

０
１
９
︑
第
19
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文

化
祭
に
い
が
た
大
会
の
開
催
概
要
は
︒

�

本
市
は
全
日
本
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
交

流
大
会
を
開
催
。
ま
た
城
下
町
と
し
て
の

歴
史
文
化
や
町
屋
・
寺
社
・
日
本
庭
園
の

発
信
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

 
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
の
本
市
の
取
り
組
み
は
︒

�
本
市
の
観
光
の
強
み
で
あ
る
﹁
食
﹂

に
加
え
、
鮭
の
時
期
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、

村
上
の
鮭
の
歴
史
を
軸
と
し
た
い
。

問問答問問答

 

市
の
通
所
介
護
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
︑
改
修
等
が
必
要
な
時
期
に
来

て
い
る
と
思
う
が
︑
今
後
の
計
画
は
︒

�

通
所
介
護
施
設
は
、
市
内
に
20
施
設

あ
り
、
そ
の
う
ち
本
市
で
運
営
し
て
い
る

も
の
が
８
施
設
あ
る
。
い
ず
れ
の
施
設
も

破
損
・
故
障
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ

の
都
度
、
必
要
な
修
繕
や
改
修
を
行
っ
て

い
る
が
、
老
朽
化
が
著
し
い
施
設
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
民
間
で
経
営
し
て
い
る
施
設

も
含
め
、
全
20
施
設
の
利
用
実
態
や
市
民

の
ニ
ー
ズ
等
を
精
査
し
な
が
ら
、
本
市
の

介
護
施
設
の
存
続
・
廃
止
を
含
め
て
運
営

計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

問問答

 

市
の
８
施
設
の
う
ち
︑
７
施
設
は
社

会
福
祉
協
議
会
に
指
定
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
が
︑
そ
の
期
限
が
33
年
３
月
ま
で

と
な
っ
て
い
る
︒
指
定
管
理
者
と
し
て
も

市
の
計
画
が
決
ま
ら
な
い
こ
と
に
は
︑
職

員
の
採
用
や
今
後
の
組
織
体
制
の
あ
り
方

が
定
ま
ら
な
い
状
況
に
あ
る
︒
早
急
に
整

備
計
画
の
策
定
が
必
要
と
考
え
る
が
︒

�

速
や
か
に
計
画
の
策
定
を
進
め
、
指

定
管
理
者
と
協
議
を
行
い
た
い
。

 

市
の
施
設
で
指
定
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
施
設
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
︒

�

市
長
部
局
で
81
施
設
、
教
育
委
員
会

部
局
で
51
施
設
、計
１
３
２
施
設
で
あ
る
。

 

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
し
て
し
ま
う

と
︑
任
せ
っ
き
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
が
︒

�

指
定
管
理
者
に
お
願
い
し
て
い
る
施

設
で
あ
っ
て
も
公
の
施
設
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
な
い
。
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
積

極
的
に
意
見
交
換
を
行
い
た
い
。

問問答問問答問問答

介
護
施
設
の
老
朽
化
対
策
は

介
護
施
設
の
老
朽
化
対
策
は

河村　幸雄 議員

尾形　修平 議員

破損が著しい瀬波すみれ荘

茨城県大洗町との交流推進を
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般　
質　
問 

⑶

加齢による体調不良も早期発見、早期治療

新村上総合病院周辺道路アクセス整備

長谷川　孝 議員

稲葉久美子 議員

 

31
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
は
︑
県
の
仮
算
定
で
は
値
上

げ
に
な
っ
て
い
る
︒
値
上
げ
は

行
わ
ず
︑
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
で
国
保
税
を
減
税
で
き

な
い
か
︒

�

１
月
に
示
さ
れ
た
標
準
保

険
料
率
は
、
保
険
給
付
費
が
伸

び
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
現
行

保
険
税
率
を
上
回
り
、
１
世
帯

１
万
４
千
円
の
増
額
で
あ
る
。

県
は
毎
年
変
動
す
る
が
、
本
市

の
保
険
税
率
は
保
険
給
付
費
や

被
保
険
者
の
状
況
な
ど
を
見
据

え
、
複
数
年
ご
と
の
改
定
と
し

た
た
め
、
31
年
度
は
昨
年
度
引

き
下
げ
た
税
率
を
据
え
置
い

た
。
財
源
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
で
な
く
、
国
保
財

政
の
運
営
の
中
で
賄
う
。

 

村
上
総
合
病
院
の
医
師
不

足
の
現
状
と
夜
間
診
療
に
つ
い

て
の
認
識
は
︒

問問答問問

駅
東
西
連
絡
通
路
の
必
要
性

駅
東
西
連
絡
通
路
の
必
要
性

 
来
年
10
月
の
村
上
総
合
病
院
開
院
後

の
村
上
駅
利
用
者
と
東
口
周
辺
の
通
院
住

民
の
利
便
性
を
考
え
る
と
︑
駅
東
西
連
絡

通
路
の
優
先
順
位
は
非
常
に
高
い
と
思
う

が
︑
整
備
に
向
け
た
考
え
を
伺
う
︒

�

村
上
総
合
病
院
開
院
後
は
駅
の
利
用

者
、
東
側
周
辺
の
通
院
住
民
に
と
っ
て
重

要
な
施
設
に
な
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
市
で
は
病
院
開
院
後
に
併
せ
、
周

辺
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
る
た
め
病

院
移
転
新
築
周
辺
道
路
整
備
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
県
で
は
松
山
バ
イ
パ
ス
の
整

備
を
最
優
先
で
進
め
て
い
る
。﹁
村
上
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
︵
基
本
構
想
︶﹂

問問答

で
は
、
連
絡
通
路
の
整
備
は
駅
の
橋
上
化

と
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、
国
土
交
通
省
と
県
に
対
し
、
施
設
整

備
に
あ
た
り
利
用
で
き
る
国
の
補
助
制
度

や
支
援
制
度
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行

っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関
へ
の

要
望
と
市
財
政
状
況
も
勘
案
し
つ
つ
、
事

業
化
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

 

昨
年
完
成
し
た
中
条
駅
の
駅
橋
上
化

・
連
絡
通
路
は
18
億
５
千
万
円
の
費
用
が

か
か
っ
た
︒
村
上
駅
は
︑
既
存
の
駅
構
内

の
地
下
通
路
を
活
用
す
る
等
で
費
用
を
抑

え
て
︑
橋
上
駅
で
な
く
︑
地
下
東
西
連
絡

通
路
が
建
設
で
き
な
い
か
︒

�

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
線
路
を
跨
ぐ
連

絡
通
路
に
つ
い
て
は
駅
橋
上
化
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
軌
道
を

跨
ぐ
連
絡
通
路
は
安
価
に
で
き
な
い
も
の

か
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
を
含
め
、国
県
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
連
携
に
努
め
て
い
く
。

問問答
�

村
上
総
合
病
院
は
、
患
者
数
に
係
る

医
療
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
た
め
の
医
師
は

足
り
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
非
常
勤
医

師
を
常
勤
換
算
し
た
た
め
で
あ
り
、
安
心

し
て
医
療
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
は
、

１
人
で
も
多
く
の
常
勤
医
師
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
夜
間
の
救
急
対

応
に
つ
い
て
も
常
勤
医
師
の
不
足
か
ら
対

応
で
き
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
新
病
院

開
院
に
向
け
て
厚
生
連
で
も
必
要
な
医
師

の
確
保
に
努
力
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

引
き
続
き
医
師
確
保
に
取
り
組
み
た
い
。

 

加
齢
に
よ
る
難
聴
対
策
は
︒

�

難
聴
は
他
者
と
の
交
流
が
不
便
に
な

る
こ
と
で
引
き
こ
も
り
を
助
長
す
る
要
因

に
も
な
る
。
出
前
講
座
や
健
康
相
談
等
の

機
会
を
捉
え
、
早
期
受
診
や
相
談
に
つ
な

が
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

答問問答

国保税率は複数年ごとの改定国保税率は複数年ごとの改定
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般　
質　
問 

⑷

プレミアム商品券の行方プレミアム商品券の行方

 

４
商
工
会
で
強
い
要
望
が

あ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
発
行
が
︑
31
年
度
予
算
に
な

い
の
は
な
ぜ
か
︒

�

経
済
対
策
と
し
て
の
効
果

が
薄
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
昨

年
度
、
商
品
券
の
売
れ
残
り
が

出
た
り
、
取
扱
登
録
店
の
５
１

９
店
の
う
ち
３
５
３
店
で
し
か

換
金
さ
れ
ず
、
上
位
20
店
で
６

割
を
占
め
、
波
及
効
果
が
限
定

的
だ
っ
た
。
国
で
は
子
育
て
世

帯
と
低
所
得
者
向
け
の
発
行
計

画
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

経
済
状
況
を
見
な
が
ら
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
た
い
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増

員
は
︑
地
域
活
性
も
期
待
で
き

る
が
︑
今
後
の
採
用
計
画
は
︒

�

こ
の
４
年
間
で
15
人
が
採

用
さ
れ
、
31
年
度
は
８
人
で
の

活
躍
と
な
る
が
、
こ
の
う
ち
１

人
は
新
規
採
用
で
、
30
年
度
末

問問答問問答

で
退
任
す
る
２
人
も
本
市
に
定
住
し
た
。

今
後
も
受
け
入
れ
の
環
境
整
備
を
図
り
、

必
要
と
す
る
地
域
へ
有
効
に
配
置
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
。

 

市
内
各
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
︑

健
康
増
進
や
競
技
力
ア
ッ
プ
な
ど
の
目
的

で
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
︑
緊
急

を
要
す
る
改
修
箇
所
も
目
立
っ
て
い
る
︒

市
の
対
処
計
画
は
︒

�

25
年
３
月
に
策
定
し
た
﹁
ス
ポ
ー
ツ

施
設
整
備
計
画
﹂
も
策
定
か
ら
６
年
経
過

し
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
利
用
者
数
・
利

用
団
体
・
利
用
形
態
の
変
化
な
ど
か
ら
整

備
計
画
の
見
直
し
と
施
設
全
体
の
あ
り
方

の
検
討
を
始
め
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
の

話
し
合
い
や
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問問答

 

働
く
場
の
確
保
策
と
成
果
に
つ
い
て

伺
う
︒

�

企
業
誘
致
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
用

地
の
確
保
と
人
手
不
足
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
新
た
な
企
業
誘
致
よ
り
も
、

立
地
済
み
企
業
の
規
模
拡
大
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

主
な
施
策
と
成
果
は
、
企
業
設
置
奨
励

条
例
に
よ
る
税
制
支
援
や
新
規
雇
用
促
進

奨
励
金
に
よ
り
、
27
年
度
か
ら
現
在
ま
で

の
４
年
間
で
、
９
社
、
63
人
分
の
雇
用
が

生
ま
れ
て
い
る
。

 
環
境
衛
生
基
金
に
つ
い
て
︑
設
置
目

的
に
沿
っ
た
予
算
化
な
の
か
︒

問問答問問

�

31
年
度
予
算
編
成
で
は
、
将
来
に
向

け
て
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
確
立
す

る
た
め
、
広
く
予
算
全
般
に
活
用
で
き
る

財
源
を
確
保
し
、
補
助
金
、
起
債
、
基
金

等
を
充
当
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
一

般
財
源
で
は
な
く
、
特
定
財
源
の
活
用
を

図
っ
て
い
る
。

　

基
金
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
見
込
み
を

踏
ま
え
有
効
活
用
が
で
き
、
一
般
財
源
か

ら
の
持
ち
出
し
を
抑
え
ら
れ
る
事
業
へ
の

充
当
を
検
討
し
て
い
く
。

 

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
新
年
度
の
事
業

計
画
は
︒

�

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
競
技
人
口
の
拡

大
や
競
技
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
教
室

の
開
催
や
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
大

会
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
際
基
準
の
競
技
施
設
を
有
す

る
屋
内
施
設
と
い
う
特
殊
性
を
生
か
し
、

国
内
大
会
や
国
際
大
会
の
開
催
、
強
化
選

手
の
合
宿
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
。

答問問答

市
民
は

市
民
は
1717
億
円
の
ス
ポ
ン
サ
ー

億
円
の
ス
ポ
ン
サ
ー

川村　敏晴 議員

鈴木　好彦 議員

本市新卒者の求人、就職の推移

積極的な活用が期待される市内の体育施設
（写真は村上市スケートパーク）
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⑸

渡辺　昌 議員

木村　貞雄 議員

 

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る

中
に
お
い
て
︑
東
京
圏
へ
の
転

入
超
過
は
15
歳
か
ら
29
歳
が
多

い
状
況
で
あ
る
︒
本
市
の
家
庭

教
育
︑
郷
育
教
育
の
状
況
は
︒

�

家
庭
教
育
の
民
間
支
援
団

体
等
と
の
連
携
・
協
働
事
業
と

し
て
実
施
し
、
家
庭
教
育
支
援

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

学
校
に
お
け
る
郷
育
教
育
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
歴
史
や
自

然
に
関
心
が
あ
る
と
回
答
し
た

児
童
・
生
徒
の
割
合
が
約
８
割

で
、
地
域
を
愛
す
る
心
を
育
む

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

 

若
い
人
の
働
く
場
の
確
保

が
重
要
で
あ
る
と
思
う
が
い
か

が
か
︒

�

学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
で
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
企
業

問問答問問答

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
体
制
は

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
体
制
は

 
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
︑
今
後
︑
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
在

り
方
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
が
︑

協
議
会
の
体
制
や
運
営
に
対
し
て
行
政
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
︒

�

各
協
議
会
に
は
、
取
り
組
み
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
担
当
す
る
市
職
員
の

配
置
や
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
よ

る
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
協
議
会
の

自
立
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
今

後
と
も
、
活
動
が
よ
り
一
層
活
性
化
さ
れ

る
よ
う
支
援
や
協
力
を
し
て
い
く
。

問問答

 

本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状

や
課
題
へ
の
認
識
は
︒

�

こ
の
４
年
間
に
合
計
15
人
を
受
け
入

れ
、
現
在
は
９
人
が
任
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
隊
員
を
受
け
入
れ
る
場
合
に
は
、

制
度
の
趣
旨
や
目
的
へ
の
理
解
度
を
高
め
、

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
な
ど
地
域
の
受
け

入
れ
体
制
づ
く
り
を
十
分
に
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
国
的
に
も
隊
員

の
確
保
が
難
し
い
状
況
が
あ
り
、
募
集
内

容
や
採
用
時
の
地
域
と
の
面
談
等
の
改
善

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

２
つ
の
地
域
に
集
落
支
援
員
が
配
置

さ
れ
て
い
る
が
︑
今
後
さ
ら
に
他
の
地
域

に
配
置
す
る
計
画
は
あ
る
か
︒

�

集
落
支
援
員
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
全
体
に
大
き
な

効
果
が
生
ま
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
今
後

の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
有
効
な
配
置
に

つ
い
て
さ
ら
に
研
究
し
た
い
。

問問答問問答

設
置
奨
励
条
例
に
よ
る
税
制
支
援
や
奨
励

措
置
に
よ
り
企
業
進
出
や
市
内
企
業
の
規

模
拡
大
を
支
援
す
る
ほ
か
、
産
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
補
助
金
に
よ
り
起
業
・
創
業
を

応
援
し
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

市
町
村
合
併
か
ら
10
年
︑
合
併
算
定

替
え
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
少
が
予
想

よ
り
少
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
︑
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
︑
有
利
な
過
疎
債
の
活
用
に

よ
り
︑
財
政
調
整
基
金
へ
少
し
ず
つ
で
も

積
み
立
て
て
い
く
べ
き
で
は
︒

�

31
年
度
の
地
方
交
付
税
の
見
込
み
に

お
い
て
、
具
体
的
な
償
還
額
に
対
す
る
交

付
額
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
可
能
な
時

期
に
可
能
な
額
を
少
し
で
も
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
て
い
き
た
い
。

問問答

郷土愛を育む家庭教育を郷土愛を育む家庭教育を

地域を担う人材の育成を
（神納中学校１年生　学校田の稲刈り）

まちづくりの必要性をテーマに開催された講演会
（塩野町地域まちづくり協議会）

令和元年５月15日発行　第55号

（ ）8むらかみ市議会だより



一　
般　
質　
問 

⑹

火災情報の伝達は的確に火災情報の伝達は的確に

 

高
橋
市
政
の
４
年
間
を
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
か
︒ま
た
︑

こ
れ
か
ら
の
村
上
市
を
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
伺
う
︒

�

市
長
就
任
以
来
、
人
口
減

少
問
題
を
最
重
要
課
題
と
し
て

掲
げ
、
病
児
保
育
施
設
の
開
設

な
ど
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る

と
と
も
に
将
来
を
担
う
人
材
の

育
成
の
た
め
の
施
策
を
積
極
的

に
展
開
し
て
き
た
。
併
せ
て
、

産
業
支
援
や
賑
わ
い
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
、

﹁
や
さ
し
さ
と
輝
き
に
満
ち
た

笑
顔
の
ま
ち
村
上
﹂
の
実
現
に

向
け
、
多
方
面
か
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

 

２
月
７
日
午
前
４
時
45
分

頃
︑
坂
町
地
内
で
火
災
が
発
生

し
た
と
の
情
報
が
発
報
さ
れ
た

た
め
︑
火
災
発
生
場
所
と
思
わ

れ
る
場
所
に
向
か
っ
た
が
︑
発

問問答問問

生
場
所
が
分
か
ら
な
か
っ
た
︒
火
災
発
生

場
所
に
つ
い
て
は
︑
市
民
に
も
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
行
政
区
名
を
伝
え
た
ほ
う
が

よ
い
と
思
う
が
︑
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
︒

�

２
月
７
日
の
坂
町
地
内
の
火
災
発
生

の
放
送
内
容
に
不
備
が
あ
り
、
付
帯
情
報

が
放
送
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
後
も
迅
速
か

つ
確
実
な
情
報
伝
達
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

適
切
か
つ
有
効
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
つ
い

て
︑
国
の
示
す
警
報
基
準
で
あ
る
30
を
大

幅
に
超
え
て
い
る
が
︑
村
上
市
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
︒

�
市
民
の
皆
さ
ま
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
適
切
に
対
応

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
啓
発
に
努
め
て
い

る
。 答問問答

山田　勉 議員

消防本部の司令室

クリック!!

天皇陛下御即位三十年を奉祝
　村上市議会では、天皇陛下御即位三十年を
お祝いした「賀詞」を、３月定例会最終日に
全会一致で決議しました。

賀　詞

　天皇陛下におかせられましては、御即
位三十年をお迎えになられましたことは、
市民ひとしく慶賀にたえないところであ
ります。
　ここに村上市議会は市民を代表して、
天皇皇后両陛下の益々のご健勝と皇室の
弥栄をお祈りするとともに、謹んでお祝
いを申し上げます。

　平成31年３月14日

� 村 上 市 議 会　

天皇陛下御即位三十年を祝す賀詞
に関する決議　　　　　　　　　

村上市議会ホームページ
http://www.city.murakami.lg.jp/site/shigikai/

議会中継は
パソコン・スマートフォンで

　村上市議会では、イ
ンターネットで議会中
継の動画配信を行って
います。
　本会議当日は生中継、
録画中継は、本会議終
了後概ね５日後（土、
日曜日、祝日を除く）
からご覧いただくこと
ができます。
　ご家庭などでお気軽
にご覧ください。

令和元年５月15日発行　第55号

（ ）9 むらかみ市議会だより



委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

※�
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、
広
報
特
別
委
員

会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

◎
鈴
木
い
せ
子 

○
小
杉　
武
仁

　
鈴
木　
好
彦 　
小
杉　
和
也

　
板
垣　
一
徳 　
佐
藤　
重
陽

総
務
文
教
常
任

委
員
会
所
管
分

◆�

損
害
賠
償
の
額
を
決
定
し
和
解

す
る
こ
と
に
つ
い
て
︵
国
道
７

号
勝
木
地
内
に
お
け
る
公
用
車

に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
︶

 

事
故
が
起
き
て
か
ら
和
解
に

至
る
ま
で
︑相
手
方
へ
の
対
応
は
︒

�

ご
遺
族
の
意
向
に
沿
っ
た
形

で
訪
問
し
、
全
国
市
有
物
件
災
害

共
済
会
の
職
員
も
交
え
、
誠
意
を

も
っ
て
話
し
合
い
を
進
め
ま
し
た
。

◆�

村
上
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て

 

荒
川
温
水
プ
ー
ル
の
今
後
は
︒

�

改
修
は
行
わ
ず
解
体
予
定
で

す
。
時
期
は
、
隣
接
す
る
荒
川
総

問問答問問答

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
運
営
は

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
運
営
は

合
体
育
館
の
改
修
予
定
も
あ
る
の

で
、
一
緒
に
計
画
し
ま
す
。

・
国
庫
支
出
金

 

小
川
小
学
校
の
多
目
的
ル
ー

ム
改
修
工
事
は
補
助
対
象
で
な
か

っ
た
よ
う
で
す
が
︑
対
象
に
な
っ

30
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問問た
経
緯
は
︒

�

当
初
は
対
象
か
ら
外
れ
て
い

ま
し
た
が
、
学
校
統
合
に
関
係
す

る
こ
と
か
ら
補
助
対
象
に
な
り
ま

し
た
。

︻
歳
入
︼

・
地
方
消
費
税
交
付
金

 

前
年
度
よ
り
約
６
％
予
算
が

減
額
し
て
い
ま
す
が
︒

�

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
人

口
と
従
業
員
数
割
の
案
分
で
交
付

さ
れ
る
た
め
、
人
口
減
少
に
よ
り

答31
年
度 

一
般
会
計
予
算

問問答

 

消
防
費
全
体
で
前
年
度
比
約

25
％
減
に
な
っ
て
い
ま
す
が
︑
市

民
の
安
全
は
確
保
で
き
ま
す
か
︒

�

30
年
度
は
消
防
団
ポ
ン
プ
自

動
車
２
台
、
高
規
格
救
急
自
動
車

を
更
新
し
た
も
の
で
、
工
事
費
等

も
精
査
し
て
こ
の
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
災
害
対
応
は
十
分
可
能
で

あ
り
、
避
難
所
運
営
も
高
齢
者
に

負
担
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
教
育
費

 

小
学
校
費
以
外
の
予
算
が
総

じ
て
大
き
く
減
額
し
て
い
ま
す
が
︒

問問答問問

�

ハ
ー
ド
事
業
が
落
ち
着
い
た

の
が
大
き
な
要
因
で
す
。
ま
た
、

事
務
事
業
や
施
設
整
備
の
見
直
し

を
行
い
、
必
要
最
小
限
度
の
修
繕

計
画
に
し
ま
し
た
。

 

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
運
営
体

制
は
︒

�

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進

室
の
職
員
６
人
で
行
う
予
定
で
す
。

◆
土
地
取
得
特
別
会
計

 
土
地
取
得
２
カ
所
の
内
容
は
︒

�
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
Ｉ
Ｃ
の
ア
ク

答問問答31
年
度 

特
別
会
計
予
算

問問答

セ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

24
人
、
71
筆
、
８
５
９
０
・
76
㎡

で
、
３
９
６
０
万
円
。
ま
た
、
都

市
計
画
道
路
南
中
央
線
に
つ
い
て

は
、
田
２
筆
、
１
件
の
所
有
者
で
、

単
価
は
30
年
度
１
㎡
当
た
り
８
１

０
０
円
で
、
４
９
６
万
円
を
予
算

計
上
し
ま
し
た
。

◆
条
例
制
定　

１
件

◆
条
例
改
正　

６
件

◆
市
有
財
産
の
譲
与　

１
件

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

30
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

31
年
度 

特
別
会
計
予
算

︻
歳
出
︼

・
総
務
費

 

支
所
費
は
︑
ど
の
支
所
も
約

10
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
︑
市

民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は
︒

�

歳
入
見
込
み
が
厳
し
い
状
況

で
、
30
年
７
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
細
か
な
検

討
を
行
い
、
市
民
に
直
接
影
響
の

な
い
事
務
費
的
な
部
分
を
見
直
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

・
消
防
費

問問答 相
対
的
に
減
額
し
た
も
の
で
す
。

・
繰
越
金

 

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
︑

繰
り
入
れ
た
後
の
残
高
は
︒

�

繰
入
れ
状
況
に
よ
り
変
わ
り

ま
す
が
、
最
終
的
に
10
億
８
千
万

円
超
に
な
る
見
込
み
で
す
。

・
使
用
料
及
び
手
数
料

 

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
利
用
者

数
の
見
込
み
は
︒

�

年
間
で
、個
人
が
約
１
万
人
、

団
体
等
の
占
用
は
、
ア
リ
ー
ナ
が

15
回
程
度
、
そ
の
他
施
設
が
１
１

５
回
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問問答問問答

村上市スケートパーク
（左側：ストリート、右側：パーク）

令和元年５月15日発行　第55号

（ ）10むらかみ市議会だより



委
員
会
の
審
査
報
告
⑵

◎
渡
辺　
　
昌 
○
河
村　
幸
雄

　
尾
形　
修
平 　
大
滝　
国
吉

　
平
山　
　
耕 　
稲
葉
久
美
子

　
木
村　
貞
雄 　
長
谷
川　
孝

市
民
厚
生
常
任

委
員
会
所
管
分

火
葬
場
建
て
替
え
の
見
通
し
は

火
葬
場
建
て
替
え
の
見
通
し
は

◆�

村
上
市
長
寿
祝
金
等
支
給
条
例

制
定
に
つ
い
て

 

長
寿
祝
金
の
対
象
と
な
る
年

齢
の
人
数
は
︒

�

30
年
度
で
は
、
88
歳
が
６
０

９
人
、
99
歳
が
46
人
、
１
０
０
歳

が
31
人
、
１
０
１
歳
以
上
が
50
人

で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

 

国
庫
支
出
金
の
保
険
者
機
能

強
化
推
進
交
付
金
の
内
容
は
︒

�

市
町
村
が
行
う
市
町
村
の
特

別
給
付
、
地
域
支
援
事
業
、
保
健

福
祉
事
業
な
ど
の
充
実
を
図
る
も

の
で
す
。
高
齢
者
の
自
立
支
援
、

介
護
重
度
化
防
止
を
図
る
た
め
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
地
域
支
援
事
業
の
介
護
予

防
事
業
に
充
当
し
ま
す
。

 

介
護
度
別
の
人
数
は
︒

問問答30
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

問問答問問

�

30
年
３
月
時
点
で
、
要
支
援

１
が
２
６
６
人
、
要
支
援
２
が
３

７
７
人
、
要
介
護
１
が
８
７
１
人
、

要
介
護
２
が
７
２
９
人
、
要
介
護

３
が
６
４
２
人
、
要
介
護
４
が
５

８
８
人
、
要
介
護
５
が
５
３
６
人

で
、
合
計
４
０
０
９
人
で
す
。

︻
歳
入
︼

・
市
税

 
瀬
波
温
泉
の
活
性
化
の
た
め
、

例
え
ば
、
入
湯
税
の
税
率
を
３
倍

に
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
︒

答31
年
度 

一
般
会
計
予
算

問問

今
後
の
見
通
し
は
︒

�

全
体
的
な
見
直
し
が
難
し
い

と
こ
ろ
も
あ
る
施
設
で
す
が
、
建

設
場
所
の
選
定
も
含
め
、
10
年
く

ら
い
か
か
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

こ
れ
か
ら
先
10
年
間
︑
現
在

の
火
葬
場
３
施
設
の
耐
久
性
が
心

配
で
す
︒建
設
計
画
の
前
倒
し
は
︒

�

火
葬
場
も
含
め
市
内
に
あ
る

公
共
施
設
等
２
８
７
施
設
の
総
合

的
な
見
直
し
に
つ
い
て
、
31
年
度

内
の
実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

 

西
神
納
地
区
で
︑
以
前
か
ら

答問問答問問

ー
ク
会
議
に
お
い
て
︑
高
齢
者
虐

待
の
把
握
状
況
は
︒

�

高
齢
者
虐
待
の
通
報
が
あ
る

と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
対
応
し
ま
す
。
昨
年
度
は
20

件
の
通
報
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
13

件
を
虐
待
と
判
断
し
対
応
し
ま
し

た
。

 

認
知
症
カ
フ
ェ
の
参
加
状
況

は
︒

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
直
営
の
ほ
か
各
支
所
で
行
っ

て
い
る
も
の
も
合
わ
せ
、
28
年
度

は
31
回
の
開
催
で
参
加
延
べ
人
数

３
６
２
人
、
29
年
度
は
35
回
で
５

７
５
人
、
30
年
度
は
前
年
よ
り
は

少
し
増
え
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◆
条
例
改
正　

２
件

◆
条
例
廃
止　

２
件

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

答問問答30
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

30
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

31
年
度 

特
別
会
計
決
算

畜
舎
か
ら
の
臭
気
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
︑
対
策
の
状
況
は
︒

�

畜
舎
に
水
噴
霧
装
置
を
設
置

し
、
ど
の
程
度
臭
気
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
５
分
噴
霧
し
て

20
分
休
む
こ
と
で
約
30
％
臭
気
が

抑
え
ら
れ
る
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、

有
効
な
方
法
で
あ
る
と
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

 
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

答31
年
度 

特
別
会
計
予
算

問問

�

地
方
税
法
で
は
、
入
湯
税
の

制
限
税
率
を
規
定
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
法
律
上
は
税
率
を
上
げ
る

こ
と
は
可
能
で
す
。

︻
歳
出
︼

・
民
生
費

 

市
民
後
見
推
進
事
業
で
︑
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
法
人
後
見
人

を
行
っ
て
い
ま
す
が
︑
後
見
人
を

受
け
て
い
る
人
数
は
︒

�

５
人
と
聞
い
て
い
ま
す
。
な

お
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
受
け

ら
れ
る
人
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、

５
人
以
上
だ
と
難
し
く
な
り
ま
す
。

答問問答

 

発
達
障
害
者
支
援
事
業
の
ペ

ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
︑

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
す
か
︒

�
発
達
障
害
や
発
達
障
害
が
疑

わ
れ
る
子
ど
も
に
対
す
る
親
の
対

応
の
仕
方
、
特
に
子
ど
も
の
行
動

に
着
目
し
な
が
ら
、
親
が
ど
の
よ

う
な
態
度
を
取
っ
た
ら
良
い
の
か

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

・
衛
生
費

 

昨
年
度
︑
庁
内
に
火
葬
場
検

討
委
員
会
を
設
置
し
︑
施
設
の
新

築
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
︑

問問答問問

判断能力が不十分な人の保護・支援を
法人が行う「法人後見制度」

令和元年５月15日発行　第55号

（ ）11 むらかみ市議会だより



委
員
会
の
審
査
報
告
⑶

◎
川
村　
敏
晴 
○
小
田　
信
人

　
川
崎　
健
二 　
山
田　
　
勉

　
本
間　
善
和 　
竹
内
喜
代
嗣

　
小
林　
重
平 　
大
滝　
久
志

経
済
建
設
常
任

委
員
会
所
管
分

市
道
の
無
電
柱
化
始
ま
る

市
道
の
無
電
柱
化
始
ま
る

◆�

村
上
市
森
林
環
境
整
備
基
金
条

例
制
定
に
つ
い
て

 

積
立
金
５
０
０
万
円
の
根
拠

は
︒

�

31
年
度
か
ら
交
付
さ
れ
る
森

林
環
境
譲
与
税
の
歳
入
予
定
を
３

千
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

充
当
す
る
事
業
と
し
て
森
林
整
備
、

啓
発
等
の
事
業
に
２
５
０
０
万
円

を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
残
余
金

５
０
０
万
円
を
基
金
と
し
て
積
み

立
て
る
も
の
で
す
。

︻
歳
出
︼

・
商
工
費

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
︑
後
継
者
不
足
・
人

材
育
成
の
観
点
か
ら
︑
伝
統
あ
る

在
来
工
法
に
よ
る
修
繕
な
ど
内
容

充
実
の
検
討
は
︒

�

今
後
、
雇
用
や
人
材
育
成
の

問問答30
年
度 

一
般
会
計
予
算

問問答

面
か
ら
も
職
業
訓
練
校
等
と
協
議

し
て
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

 

落
雷
事
故
に
伴
う
補
正
で
す

が
︑
損
害
保
険
の
対
応
は
︒

�

全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会

に
加
入
し
て
お
り
、
現
在
保
険
申

請
中
で
す
が
、
破
損
し
た
機
器
類

の
耐
用
年
数
の
関
係
か
ら
満
額
に

な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
給
付
額
が
確
定
す
る

ま
で
は
額
が
未
定
で
あ
る
た
め
一

30
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

問問答

�

現
在
あ
る
電
柱
の
地
下
埋
設

化
を
進
め
る
設
計
業
務
で
、
黒
塀

通
り
︵
市
道
安
善
寺
線
︶
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

 

市
全
体
の
下
水
道
の
水
洗
化

率
は
︒

�

各
４
月
１
日
現
在
で
、
27
年

は
68
・
０
％
、
28
年
は
69
・
４

％
、
29
年
は
70
・
３
％
、
30
年
は

71
・
９
％
で
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定　

１
件

◆
市
道
路
線
の
変
更　

１
件

◆
市
道
路
線
の
廃
止　

１
件

◆
条
例
改
正　

３
件

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
上
水
道
事
業
会
計

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
上
水
道
事
業
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

答31
年
度 

特
別
会
計
予
算

問問答30
年
度 

特
別
会
計
等
補
正
予
算

31
年
度 

特
別
会
計
等
予
算

等
で
支
援
し
て
お
り
、
働
き
た
い

意
思
表
示
が
あ
っ
た
場
合
、
就
職

に
向
け
た
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
農
林
水
産
業
費

 

食
の
村
上
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事

業
の
内
容
は
︒

�

村
上
の
食
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
を

実
施
し
、
本
市
の
生
産
品
の
販
路

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
年
に
数

回
、
首
都
圏
で
実
施
予
定
で
す
。

・
土
木
費

 
無
電
柱
化
に
対
す
る
業
務
委

託
の
内
容
は
︒

問問答問問

般
会
計
繰
入
金
で
対
応
し
ま
す
。

 

今
シ
ー
ズ
ン
は
歴
史
的
少
雪

で
し
た
が
︑
稼
働
状
況
は
︒

�

落
雷
事
故
で
１
日
間
休
業
し

ま
し
た
が
、営
業
予
定
70
日
で
す
。

昨
年
度
の
入
込
客
数
は
９
千
人
で

す
が
、
今
年
度
は
３
月
１
日
現
在

で
８
６
１
５
人
、
残
り
の
営
業
日

が
10
日
間
で
す
の
で
前
年
並
み
に

な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

︻
歳
入
︼

・
使
用
料
及
び
手
数
料

問問答31
年
度 

一
般
会
計
予
算

�

大
祭
な
ど
の
出
店
数
も
高
齢

化
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
い
ま
す

の
で
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
諸
収
入

答

 

山
北
道
の
駅
の
販
売
手
数
料

７
９
４
万
円
の
内
訳
は
︒

�

市
内
業
者
20
％
、
市
外
業
者

30
％
で
、
平
均
25
％
で
積
算
し
て

い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
、﹁
朝
日

み
ど
り
の
里
条
例
﹂
の
規
定
を
参

考
に
し
て
上
限
30
％
と
し
、
市
内

経
済
に
配
慮
し
、
市
内
業
者
を
少

し
低
く
し
て
い
ま
す
。

 

六
斎
市
の
出
店
数
が
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
︒
本
市
の
観
光
の

目
玉
で
も
あ
り
︑
道
の
駅
に
出
店

し
て
い
る
方
々
と
の
連
携
な
ど
︑

出
店
数
を
増
や
す
よ
う
な
施
策
は
︒

問問答問問

 

村
上
市
森
林
組
合
の
事
務
所

解
体
に
当
た
り
︑
設
計
費
の
負
担

金
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
今

後
の
予
定
は
︒

�

31
年
度
に
解
体
設
計
、
32
年

度
は
市
と
森
林
組
合
の
負
担
額
の

調
整
を
行
い
、
33
年
度
に
解
体
し

建
物
を
完
成
す
る
予
定
で
す
。

︻
歳
出
︼

・
労
働
費

 

若
年
者
職
業
自
立
支
援
事
業

で
︑
引
き
こ
も
り
の
人
へ
の
対
応

は
︒

�

青
少
年
健
全
育
成
セ
ン
タ
ー

問問答問問答

出店数減少への対策が急務の「六歳市」

令和元年５月15日発行　第55号

（ ）12むらかみ市議会だより



第
１
回
定
例
会 

議
決
結
果
⑴

　平成31年第１回定例会が、２月19日から３月14日までの24日間の会期で開催され、市長側提
案55件、議会側提案の報告２件、議員発議３件を議決し、閉会しました。

平成31年 第1回定例会 議決結果

議案審議結果議案審議結果
議案番号 事　　件　　名 結 果 表 決
議員発議
 第１号

村上市議会委員会条例の一部を改正す
る条例制定について

原案
可決

全会
一致

議員発議
 第２号

村上市議会議員定数条例の一部を改正
する条例制定について

原案
可決

賛成
多数

議員発議
 第３号

天皇陛下御即位三十年を祝す賀詞に関
する決議

原案
可決

全会
一致

議第１号 村上市教育長の任命について（遠藤　
友春：再任）

原案
同意

全会
一致

（無記名投票）

議第２号 村上市教育委員会委員の任命について
（横山　吉夫：新任）

原案
同意

全会
一致

（無記名投票）

議第３号
専決処分の承認を求めることについて
（専第３号　平成30年度村上市一般会
計補正予算（第６号））

原案
承認

全会
一致

議第４号 平成31年度村上市一般会計予算 原案
可決

賛成
多数

議第５号 平成31年度村上市土地取得特別会計予
算

原案
可決

全会
一致

議第６号 平成31年度村上市情報通信事業特別会
計予算

原案
可決

全会
一致

議第７号 平成31年度村上市蒲萄スキー場特別会
計予算

原案
可決

全会
一致

議第８号 平成31年度村上市国民健康保険特別会
計予算

原案
可決

賛成
多数

議第９号 平成31年度村上市後期高齢者医療特別
会計予算

原案
可決

賛成
多数

議第10号 平成31年度村上市介護保険特別会計予
算

原案
可決

賛成
多数

議第11号 平成31年度村上市下水道事業特別会計
予算

原案
可決

賛成
多数

議第12号 平成31年度村上市集落排水事業特別会
計予算

原案
可決

賛成
多数

議第13号 平成31年度村上市簡易水道事業特別会
計予算

原案
可決

賛成
多数

議第14号 平成31年度村上市上水道事業会計予算 原案
可決

賛成
多数

議第15号
損害賠償の額を決定し和解することに
ついて（国道７号勝木地内における公
用車による交通死亡事故）

原案
可決

全会
一致

議第16号
損害賠償の額を決定し和解することに
ついて（国道７号勝木地内における公
用車による交通死亡事故）

原案
可決

全会
一致

議第17号
村上市議会議員及び長の選挙における
選挙運動用ビラの作成の公営に関する
条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第18号 村上市集落集会施設条例の一部を改正
する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第19号
村上市職員の勤務時間、休暇等に関す
る条例の一部を改正する条例制定につ
いて

原案
可決

全会
一致

議第20号
村上市議会議員の報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例制
定について

原案
可決

賛成
多数

議第21号
村上市常勤の特別職職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例制定につ
いて

原案
可決

賛成
多数

議第22号 村上市職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議案番号 事　　件　　名 結 果 表 決

議第23号
村上市職員の寒冷地手当の支給に関す
る条例の一部を改正する条例制定につ
いて

原案
可決

全会
一致

議第24号 村上市青少年健全育成センター条例の
一部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第25号 村上市体育施設条例の一部を改正する
条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第26号 市有財産の譲与について（コミュニテ
ィセンターあけぼの）

原案
可決

全会
一致

議第27号 村上市長寿祝金等支給条例制定について 原案
可決

全会
一致

議第28号
村上市放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第29号 村上市保健センター条例の一部を改正
する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第30号 荒川かなや夕映えの家条例を廃止する
条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第31号 村上市岩船沖洋上風力発電推進委員会
条例を廃止する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第32号 市道路線の認定について 原案
可決

全会
一致

議第33号 市道路線の変更について 原案
可決

全会
一致

議第34号 市道路線の廃止について 原案
可決

全会
一致

議第35号 村上市森林環境整備基金条例制定につ
いて

原案
可決

全会
一致

議第36号
村上市水道布設工事監督者の配置及び
資格基準並びに水道技術管理者の資格
基準に関する条例の一部を改正する条
例制定について

原案
可決

全会
一致

議第37号 村上市上水道条例の一部を改正する条
例制定について

原案
可決

全会
一致

議第38号 村上市簡易水道条例の一部を改正する
条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第39号 平成30年度村上市一般会計補正予算
（第７号）

原案
可決

全会
一致

議第40号 平成30年度村上市情報通信事業特別会
計補正予算（第３号）

原案
可決

全会
一致

議第41号 平成30年度村上市蒲萄スキー場特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第42号 平成30年度村上市国民健康保険特別会
計補正予算（第３号）

原案
可決

全会
一致

議第43号 平成30年度村上市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号）

原案
可決

全会
一致

議第44号 平成30年度村上市介護保険特別会計補
正予算（第４号）

原案
可決

全会
一致

議第45号 平成30年度村上市下水道事業特別会計
補正予算（第３号）

原案
可決

全会
一致

議第46号 平成30年度村上市集落排水事業特別会
計補正予算（第３号）

原案
可決

全会
一致

議第47号 平成30年度村上市簡易水道事業特別会
計補正予算（第３号）

原案
可決

全会
一致

議第48号 平成30年度村上市上水道事業会計補正
予算（第２号）

原案
可決

全会
一致

※網掛けの議案は次ページに賛否を掲載しています。

令和元年５月15日発行　第55号

（ ）13 むらかみ市議会だより



第
１
回
定
例
会 

議
決
結
果
⑵

陳情の審査結果
件　　　　　名 陳　　　情　　　者 所管委員会 審査結果

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」
の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす
日米地位協定の見直しを国に求める意見書を
提出する事を求める

日米地位協定を見直す会
　共同代表　難波　希美子

総 務 文 教
常任委員会

意 見 の
一致を見
なかった

※陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。

議案番号

鷲ヶ巣会 新政村上 清流会 市政クラブ 高志会 日本共産党 賛否
結果

◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ※１ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊
賛　
　

成

反　
　

対

板
垣　

一
徳

渡
辺　
　

昌

大
滝　

国
吉

小
田　

信
人

鈴
木
い
せ
子

本
間　

善
和

河
村　

幸
雄

長
谷
川　

孝

大
滝　

久
志

佐
藤　

重
陽

山
田　
　

勉

木
村　

貞
雄

川
崎　

健
二

平
山　
　

耕

三
田　

敏
秋

小
林　

重
平

鈴
木　

好
彦

川
村　

敏
晴

小
杉　

和
也

尾
形　

修
平

小
杉　

武
仁

竹
内
喜
代
嗣

稲
葉
久
美
子

議員発議第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 17 5

議第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 20 2

議第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 20 2

議第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 20 2

議第10号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 20 2

議第11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 20 2

議第12号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 20 2

議第13号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 20 2

議第14号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 20 2

議第20号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 20 2

議第21号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 20 2

※１　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。

◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者

教育長と教育委員会委員が決まりました
教育長と教育委員会委員の任期満了により、次の方が議会で同意されました。

　教育委員会は、市長から独
立した行政機関として位置付
けられているため、教育長お
よび教育委員会委員は、議会
の同意を得て、市長が任命し
ています。

各議員の賛否各議員の賛否 議案審議結果のうち、賛否が分かれた等の網掛けの議案について、議員の賛否を公表します。

教育長

遠
えん

藤
どう

　友
とも

春
はる

 氏
任期３年

令和元年５月21日～
令和４年５月20日　

教育委員会委員

横
よこ

山
やま

　吉
きち

夫
お

 氏
任期４年

令和元年５月21日～
令和５年５月20日　

令和元年５月15日発行　第55号
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議
会
改
革
調
査
研
究
特
別
委
員
会 

中
間
報
告

　

議
会
改
革
調
査
研
究
特
別
委
員
会
は
、

議
会
基
本
条
例
を
基
に
議
会
改
革
等
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、28
年
９
月
議
会
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

30
年
３
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
検
討
結
果

と
し
て
、
正
副
議
長
の
体
制
や
議
員
の
身

分
、
政
務
活
動
費
の
透
明
性
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
、
全
員
協
議
会
に
て
中
間
報
告

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
︵
30
年
５
月
15
日

発
行
の
市
議
会
だ
よ
り
12
ペ
ー
ジ
参
照
︶。

　

そ
の
後
、
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
に
つ

い
て
は
、
重
要
課
題
と
し
て
全
議
員
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
な
が
ら
も
、

専
門
的
知
見
を
持
つ
５
人
の
有
識
者
の
方

々
に
﹁
議
員
定
数
と
報
酬
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
調
査
会
﹂
と
い
う
調
査
会
形
式
で

検
討
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
検
討
の
結

果
、「
定
数
に
つ
い
て
は
22
人
、
報
酬
に

つ
い
て
は
現
状
維
持
が
望
ま
し
い
」
と
の

答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

前
回
の
中
間
報
告
か
ら
こ
れ
ま
で
の
検

討
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、﹁
今
後

も
議
会
改
革
に
つ
い
て
の
調
査
・
検
討
は

継
続
す
べ
き
﹂
と
し
て
、
31
年
３
月
ま
で

と
さ
れ
て
い
た
検
討
期
間
を
更
に
１
年
間

延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

︻
議
員
の
政
治
倫
理
︼

・
倫
理
条
例
は
制
定
せ
ず
、
議
会
基
本
条

例
第
22
条
︵
議
員
の
政
治
倫
理
︶
に
、
活

動
や
運
営
の
す
べ
て
に
対
し
て
市
か
ら
補

助
金
・
助
成
金
を
受
け
て
い
る
団
体
等
の

正
副
代
表
、
理
事
、
監
事
そ
の
他
役
員
に

は
就
任
し
な
い
こ
と
と
す
る
規
定
を
追
加

す
る
︒

︻
議
員
定
数
︼

・
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
調
査
会
の

答
申
を
踏
ま
え
て
「
22
人
」、
広
い
市
域

で
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
現

状
の
「
26
人
」
の
２
つ
の
意
見
が
あ
り
、

賛
成
多
数
で
、
議
員
定
数
を
４
人
減
の

「
22
人
」
と
す
る
︒

︻
議
員
報
酬
︼

・
現
状
維
持
が
望
ま
し
い
と
し
た
答
申
と

議
会
・
議
員
に
求
め
る
附
帯
意
見
︵
※
︶

を
踏
ま
え
て
、
現
時
点
で
は
「
現
状
維
持
」

と
し
つ
つ
、
検
討
を
継
続
す
る
︒

※
附
帯
意
見
︵
要
約
︶

①
議
員
活
動
の
改
善
に
よ
り
報
酬
増
の
余

地
が
あ
る
、
②
議
会
・
議
員
活
動
の
一
層

の
情
報
公
開
、
③
議
会
の
あ
り
方
・
考
え

を
示
す
、
④
議
員
個
人
の
自
己
点
検
・
評

価
を
徹
底
し
公
開
す
る

― 

議
会
改
革
調
査
研
究
特
別
委
員
会
　
中
間
報
告 

―

定
数
22
人
に
減
員
し
改
革
を
推
進

［意見１］議員定数20人で市民の理解が得られる
と考える。
［意見２］議員定数削減に賛成で18～20人が適
正。理由は、①人口減少の進行、②新発田市の
人口と議員定数との比較、③議会活動が活発と
は思えないこと、④市内の区長数が多く、議員
の地域活動を補える、⑤通年議会になれば議会
活動に時間を割けること
［意見３］多様な市民の意見を反映する機会が減
る。議員定数の削減は、議員活動や能力に対し
第三者機関による評価制度ができてから検討で
もよい。
［意見４］村上市は県内随一の広大な面積を有す
る。市民全体に平等に政治の光を与える議員定
数の削減は慎重に検討するべき。

［意見５］少子化の中、議員定数削減は自然な流
れ。定数を減らしてでも、意欲やアイデアのあ
る若い世代が輝ける村上市であってほしい。
［意見６］定数削減では解決しない根本的問題が
あると思う。地域の利益代表から市全体の将来
を見据えた議会になってほしい。
［意見７］人口減少を踏まえ議員定数削減に大賛
成。欠員の状態でも議会はうまく動いている。
また、議員活動の積極性も議員個々でその差が
明確である。
［意見８］議員定数削減には賛成。ただし「市民
感情」ではなく、論理的・事実関係的な判断を
望む。委員会の構成委員数や、人口、活動面積
の点からも22人以上は必要。３常任委員会で各
委員会７人程度を最低限確保する必要はある。

案　　　件：村上市議会議員定数条例の一部を改正する条例（案）
概　　　要：議員定数を「26人」から「22人」に減員する。
募 集 期 間：平成31年２月21日～３月６日（14日間）
意見の件数：８件

「議員定数の削減（案）」にパブリックコメントで寄せられた意見（要約）「議員定数の削減（案）」にパブリックコメントで寄せられた意見（要約）

令和元年５月15日発行　第55号
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議
会
の
取
り
組
み　
　
　
　

議長交際費の支出状況
　村上市議会では、「村上市議会議長交際費の支出基準」を定め、議長交際費の適正かつ公正な支出に努めています。
平成30年度の議長交際費の支出状況は次のとおりです。各月の支出内容につきましては、市議会ホームページ（「村上
市議会議長交際費」で検索）をご覧ください。

　村上市議会では、議会および議員の活動原則等の基本的事項を定めた活動規範であり議会の最高規範である「議会
基本条例」のうち、「議員の政治倫理」について定めた第22条を改正することとして結論を得ました。
　つきましては、以下のとおりパブリックコメントを行いますので、皆さんのご意見をお聞かせください。

� 項目
月 祝 儀 会 費 弔 慰 見舞い 接 遇 贈 答 その他 月 計

４ 月 21,406 26,200 5,000 44,428 97,034
５ 月 23,703 54,500 78,203
６ 月 2,000 10,000 5,000 6,000 23,000
７ 月 4,200 5,000 9,200
８ 月 5,000 5,000
９ 月 10,000 5,000 20,000 7,290 42,290
10 月 8,476 10,000 38,856 57,332
11 月 10,000 5,352 15,352
12 月 11,464 10,000 21,464
１ 月 8,510 5,000 2,676 16,186
２ 月 51,233 10,000 61,233
３ 月 10,000 10,000
合　計 10,000 150,992 86,200 30,000 0 98,602 60,500 436,294

案 件 名 村上市議会基本条例の一部を改正する条例（案）
募 集 期 間 ５月15日㈬～６月４日㈫

概 要

　村上市議会では、議会改革調査研究特別委員会において、「議員の政治倫理」について検討してきました。
その結果、議員倫理条例を新規制定せず、「議会基本条例」の第22条（議員の政治倫理）に、第２項とし
て下記の “　　　” 部分を加える改正を行うことにより、議員の倫理観を一層高めるとともに、その姿勢
を示すこととして結論を得ました。
【改正内容】
（議員の政治倫理）
第�22条　議員は、市民全体の代表者としてその倫理性を常に自覚し、品位の保持に努め行動しなければな
らない。

２�　議員は、市からの活動や運営のすべてに対して補助金及び助成金の交付を受けている団体等の正副代
表、理事、監事その他役員には就任しないものとする。

意 見 を
提出できる人

・市内在住の人　・市内に勤務、通学している人
・市内に事務所または事業所を有する個人および法人その他団体

条例案の閲覧・
意見書の入手方法

議会事務局・各支所地域振興課総務管理室での閲覧のほか、市議会ホームページでも閲覧・ダウンロード
できます。

意 見 書 の
提 出 方 法

意見書（所定の様式）に住所、氏名、電話番号、意見を記入し、持参、郵送、ＦＡＸ、電子メールのいず
れかの方法で提出してください。
市ホームページの入力フォームからも送信できます。

提 出 先
村上市議会事務局
　住   所：〒958-8501　新潟県村上市三之町１番１号
　FAX：0254-53-3840　電子メール：gikai@city.murakami.lg.jp

そ の 他 お寄せいただいた個人情報は、他の目的には使用しません。また、個別回答は行いません。

祝　儀：記念式典、総会、行事などへのお祝いに係る支出
会　費：記念式典、総会、行事などへの参加に係る支出
弔　慰：議会関係者などに対する香典などに係る支出
見舞い：�議会関係者の病気などに対する見舞金、災害などによる

見舞金に係る支出

接　遇：議会への来客賄いなどに係る支出
贈　答：議会運営上必要な相手への贈答に係る支出
その他：市花火大会協賛花火代等

議会基本条例改正（案）のパブリックコメントを行います

令和元年５月15日発行　第55号
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高
校
生
と
議
会
の
懇
談
会

　

市
議
会
で
は
、
30
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
内
４
つ
の
各
高
校
に
議
員
が
出
向
い
て
懇
談
す

る
﹁
高
校
生
と
議
会
と
の
懇
談
会
﹂
を
順
次
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
年
１
月
29
日
に
は
、
村
上
中
等
教
育
学
校
に

お
い
て
、
５
年
生
が
昨
年
春
か
ら
授
業
で
取
り
組

ん
で
き
た
﹁
10
年
後
の
村
上
に
対
し
て
で
き
る
こ

と
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
生
徒
77
人
に
よ
る
12
の
各
グ

ル
ー
プ
が
地
域
の
活
性
化
へ
の
企
画
書
を
作
成
し
、

そ
の
目
的
や
実
現
へ
の
可
能
性
、
期
待
さ
れ
る
成

果
な
ど
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
議
会
か
ら
は
三
田
敏
秋
議
長
を
は
じ
め
８
人

の
議
員
が
出
席
し
て
、
企
画
書
の
完
成
に
あ
た
っ

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
の
発
表

後
に
は
、
取
り
組
み
へ
の
課
題
や
実
現
性
な
ど
、

感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
が
作
成
し
た
企
画
書
の
う
ち
、
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

︿
村
上
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
計
画
﹀

　

外
観
や
内
装
を
町
屋
風
に
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ス
を
、
期
間
限
定
で
新
潟
や
酒
田
の
方
ま
で
走
ら

せ
て
、
村
上
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
ど
ん
ど
ん
図
る
。

ま
た
、
普
段
は
市
内
で
運
行
し
て
観
光
客
に
利
用

し
て
も
ら
い
、
お
土
産
や
食
べ
物
の
販
売
、
車
内

で
の
飲
食
に
よ
り
、
村
上
の
魅
力
を
五
感
に
訴
え

掛
け
る
。

︿
世
界
で
一
番
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
﹀

　

学
校
統
合
に
よ
り
閉
校
と
な
っ
た
多
く
の
旧
校

舎
を
活
用
す
る
た
め
、
美
術
大
学
生
に
村
上
に
滞

在
し
て
も
ら
い
、
村
上
の
魅
力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
旧

校
舎
を
使
っ
て
芸
術

作
品
を
制
作
し
て
も

ら
う
。
さ
ら
に
、
そ

れ
ら
を
巡
る
鑑
賞
ツ

ア
ー
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
で
、
１
０
０

年
続
く
村
上
の
魅
力

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

︿
実
験
都
市　

村
上
﹀

　

少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
、
空
き
屋
や
廃

校
の
増
加
の
問
題
な
ど
を
、﹁
逆
風
を
追
い
風
に
﹂

と
考
え
た
。
日
本
の
縮
図
と
言
え
る
村
上
で
、
企

業
に
最
新
技
術
の
導
入
試
験
を
行
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
空
き
屋
や
廃
校
舎
を
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
貸
し

出
す
。
常
に
需
要
が
あ
る
こ
と
で
、
半
永
久
的
な

繁
栄
が
図
ら
れ
る
。

高校生と議会の懇談会を開催（村上中等教育学校）
10年後の地域活性化へ提案

高校生と議会の懇談会を終えて

　人口減少が進む中、「一人でも多くの生徒に地
元に残ってもらいたい。進学・就職のために一時
的に故郷を離れても、将来的には戻ってきてもら
いたい」との願いも込めて、生徒たちと本音の議
論を交わしました。
　やはり「卒業後は市内を離れる予定」との生徒
が７～８割でしたが、本市の魅力については皆さ
んが感じており、「条件が揃えば帰郷したい」と
の声も数多くいただきました。私たちはその願い
に応えるべく一層の努力をし、議会として今後の
市政発展に取り組んでいくことを決意しました。

�議会運営委員会委員長　尾形 修平　
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全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員
連
盟
の
取
り
組
み

森林環境税及び森林環境譲与税の制度設計イメージ

等

注 ： 一部の団体においては超過課税が実施されている。

国

市 町 村
●間伐（境界画定、路網の整備等を含む）
● 人材育成・担い手確保
● 木材利用促進、普及啓発 等

公 益 的 機 能 の 発 揮

市 町 村 民 税 3,000円/年

道 府 県 民 税 1,000円/年個
人
住
民
税

均
等
割

災害防止・
国土保全機能

地球温暖化
防止機能 水源涵養機能

● 市町村の支援 等

納 税 義 務 者

約6,200万人

国
税

平 成 ３ ６ 年 度 か ら 施 行 平 成 ３ １ 年 度 か ら 施 行

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの利用等
により使途を公表

交 付 税 及 び 譲 与 税 配 付 金 特 別 会 計

賦
課
決
定

都 道 府 県

市 町 村

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの利用等
により使途を公表

都 道 府 県

森 林 環 境 譲 与 税
私有林人工林面積（林野率により補正）､林業就業者数､人口により按分

森林環境税 1,000円/
年 (賦課徴収は市町村が行う)

パリ協定の枠組みの下におけるわが国の温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止を図

るため、森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から、森林環境税及び森林環

境譲与税を創設する。

【制度設計イメージ】

　

３
月
27
日
、
参
議
院
に
お
い
て
﹁
森
林

環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る

法
律
﹂
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

村
上
市
議
会
が
事
務
局
を
担
う
﹁
全
国
森

林
環
境
税
創
設
促
進
議
員
連
盟
﹂
の
長
年

の
悲
願
で
あ
る
﹁
森
林
環
境
税
の
創
設
﹂

が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

◆
「
全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員
連

盟
」
と
は
？

　

平
成
６
年
10
月
、
旧
山
北
町
議
会
の
提

唱
に
よ
り
﹁
森
林
交
付
税
創
設
促
進
全
国

議
員
連
盟
﹂
と
し
て
結
成
。
名
称
変
更
を

経
て
、
現
在
、
全
国
３
５
３
市
町
村
議
会

が
加
入
し
て
い
ま
す
。
森
林
の
持
つ
公
益

的
機
能
と
役
割
を
広
く
国
民
に
訴
え
る
と

と
も
に
、
森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜

本
的
な
強
化
を
は
か
る
た
め
、
新
た
な
税

財
源
で
あ
る
﹁
全
国
森
林
環
境
税
﹂
の
導

入
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

■
森
林
環
境
の
現
状
は
？

　

国
土
面
積
の
３
分
の
２
を
占
め
る
森
林

は
、
木
材
等
林
産
物
の
供
給
を
は
じ
め
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
国
土
保
全
、
水
資
源

の
涵
養
、
土
砂
災
害
防
止
、
生
物
多
様
性

保
全
、
自
然
環
境
の
保
持
な
ど
多
様
な
公

益
的
機
能
を
担
い
、
国
民
の
関
心
と
期
待

は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
山
村
地
域
の
自
治
体
で

は
、
木
材
価
格
の
暴
落
・
低
迷
や
林
業
従

事
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
な
ど
林
業

に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
に
加
え
、
過
疎
化

・
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
山
村
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
の
財
源
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
森
林
環
境
税
制
度
の
概
要
は
？

　

こ
の
法
律
は
﹁
森
林
整
備
等
の
た
め
に

必
要
な
費
用
を
、
国
民
一
人
一
人
が
広
く

等
し
く
負
担
を
分
任
し
て
森
林
を
支
え
る

仕
組
み
﹂
と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
年

額
１
千
円
が
個
人
住
民
税
と
併
せ
て
賦
課

徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

集
め
ら
れ
た
税
収
︵
約
６
０
０
億
円
︶

は
、
①
森
林
整
備
、
人
材
育
成
・
担
い
手

確
保
、
③
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

の
費
用
に
対
し
、﹁
森
林
環
境
譲
与
税
﹂

と
し
て
一
定
の
基
準
で
案
分
し
、
都
道
府

県
・
市
町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
平
成
31

年
度
か
ら
先
行
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

森
林
環
境
税
が
課
税
さ
れ
る
ま
で
の
間

︵
令
和
５
年
度
ま
で
︶
の
財
源
は
、
暫
定

的
に
譲
与
税
特
別
会
計
に
お
け
る
借
入
れ

に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

悲
願
達
成

悲
願
達
成  

森
林
環
境
税
が
創
設

森
林
環
境
税
が
創
設

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員
連
盟
の
取
り
組
み

 森林環境税および森林環境譲与税の制度  森林環境税および森林環境譲与税の制度 
� ［出典：林野庁資料］
　パリ協定の枠組みの下におけるわが国の温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止を図るため、森林整備等
に必要な地方財源を安定的に確保する観点から、森林環境税及び森林環境譲与税を創設する。
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閉
会
中
事
務
調
査

常 任 委 員 会 調 査 日 調　　　　査　　　　事　　　　項

総務文教常任委員会 １月30日 ことばとこころの相談室の現況等について

市民厚生常任委員会 ２月４日 放課後等デイサービスの現状と今後の課題についての現況調査

経済建設常任委員会 １月30日 新潟県森林研究所の事業内容について
下越森林管理署村上支署管内における国有林の現況及び業務内容について

総
務
文
教
常
任
委
員
会

個
性
を
生
か
す

個
性
を
生
か
す

��

学
び
の
支
援

学
び
の
支
援

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

「
生
き
る
力
」
の

「
生
き
る
力
」
の

��

サ
ポ
ー
ト
を

サ
ポ
ー
ト
を

　

﹁
障
が
い
児
の
学
童
保
育
﹂
と

も
呼
ば
れ
る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
。
市
内
３
つ
の
事
業
所
︵
お

ひ
さ
ま
、
カ
レ
イ
ド
ス
ク
エ
ア
パ

ー
ク
村
上
、
こ
ど
も
発
達
支
援
所

は
る
︶
を
訪
問
し
ま
し
た
。
児
童

の
障
が
い
に
対
す
る
相
談
や
保
育

園
等
の
訪
問
、
地
域
と
の
交
流
な

ど
が
行
わ
れ
、学
校
と
も
連
携
し
、

障
が
い
児
を
支
え
る
取
り
組
み
が

し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
施
設
が
目
指
す﹁
生
き
る
力
﹂

の
育
成
支
援
に
よ
っ
て
成
長
す
る

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

村
上
小
学
校
内
に
あ
る
﹁
こ
と

ば
と
こ
こ
ろ
の
相
談
室
﹂
で
は
、

遊
び
と
学
び
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自
己
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
力
を
身
に
付
け
、
言
葉

や
発
達
に
不
安
が
あ
る
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
の
個
性
を
活
か
し
、

豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
異
変
へ
の
早
期
対
応

が
大
切
で
す
。
こ
の
相
談
室
の
取

り
組
み
が
子
ど
も
と
家
族
を
支
え
、

学
び
を
深
め
な
が
ら
、
子
ど
も
自

身
の
強
く
生
き
る
力
が
育
ま
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

林
業
振
興
の

林
業
振
興
の

��

期
待
に
応
え
る

期
待
に
応
え
る

　

新
潟
県
の
素
材
生
産
の
約
半
分

を
担
う
本
市
の
林
業
に
係
る
森
林

環
境
等
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、

新
潟
県
森
林
研
究
所
と
下
越
森
林

管
理
署
村
上
支
署
で
現
状
等
を
伺

い
ま
し
た
。

　

新
年
度
か
ら
森
林
経
営
管
理
法

が
施
行
さ
れ
、
さ
ら
に
森
林
環
境

譲
与
税
が
歳
入
と
な
る
こ
と
等
か

ら
、
今
後
の
林
業
振
興
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
国
県
の
職
員
体
制
は
最
盛
期
の

半
分
以
下
で
あ
り
、
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
の
必
要
性
や
官
民
連
携
に
よ

る
施
策
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

市議会では、定例会の会
期が終了すると各常任委
員会に分かれ、行政課題
など各所管事項について
調査しています。

市政をチェック   !
閉会中事務調査

令和元年５月15日発行　第55号

（ ）19 むらかみ市議会だより
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む
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か
み
市
議
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よ
り

市
議
会
だ
よ
り

イ
ン
タビ ュー

広報特別委員会委員が
　おじゃましました！

６月25日㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

７月９日㈫ 定例会初日（本会議）

11日㈭,12日㈮
16日㈫,22日㈪ 一般質問（本会議）

23日㈫ 総務文教常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

24日㈬ 市民厚生常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

25日㈭ 経済建設常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

29日㈪ 一般会計予算・決算審査特別委員会

31日㈬ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

令和元年
第２回定例会のお知らせ（予定）

　村上市議会では初めての議員提案による政策条例と
して29年３月に制定された「村上市地酒等による乾杯
を推進し村上の食文化を振興する条例」（通称：鮭・酒
・人情のまち 村上市乾杯条例）。地酒など地元の飲み
物による乾杯の習慣を広めることで村上の食文化を盛
り上げ、地域経済の発展に貢献することを目的として
います。
　市では、このほど、村上の物産や観光を知ってもら
おうと、丸型ペーパーコースターを作成し、希望する
市内飲食店に配布しました。
　このような取り組みを通じ、農林水産物や物産など
の生産や加工、販売などが促進されることが期待され
ます。

乾杯条例ＰＲコースターが完成

看護師を目指し充実した毎日

　　渡
わた

 辺
なべ

　 萌
もえ

さん
（新潟看護医療専門学校村上校３年）

　看護師という仕事は、とても大変な仕事です。
看護師不足も社会問題となっています。私が看
護師を目指した動機は、大好きな祖母や周囲の
方が高齢化し、病気になって困っている様子を
多く見て「人の役に立つ」仕事がしたいと思い、
地元の看護学校への入学を決めました。
　学校では、地域医療・チーム医療を中心に、
より充実した実践教育により、「地域医療に貢
献する実践力のある看護師」を目指しています。
在校生は、村上市、新発田市、胎内市など地元
出身者が半数以上ですが、他県からの学生もい
ます。

　学生の多くが村上駅と坂町駅からのスクール
バスを利用して通学しています。私は、自宅が
村上駅から遠いこともあり、通学には自家用車
を使っています。
　この春から３年生となり、５月から12月まで
は、市内の医療機関で実習が続きます。実習先
では、患者さんの体調やさまざまな数値から、
適切な看護を考えることが毎日の課題となって
います。
　来年２月に国家試験があり、そして３月には
卒業となります。必ず試験に合格して、看護師
として地域の医療に貢献できればと思います。
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